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平成 23 年 11 月期第２四半期連結業績予想及び個別業績予想の差異に関するお知らせ 

 

   最近の状況を踏まえ、平成 23 年１月 14 日に公表いたしました第２四半期連結業績予想及び個別業

績予想につきまして、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

１．業績予想の差異について 

 

（１）第２四半期連結累計期間の連結業績予想の差異等(平成 22 年 12 月 1 日～平成 23 年５月 31 日）       

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ）  

4,550 270 150

 

120 

円  銭

18.24

今回修正（Ｂ） 4,207 175 81 80 12.21

増減額（Ｂ－Ａ） △343 △95 △69 △40 

増 減 率 △7.5％ △35.2％ △46.0％ △33.3％ 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 11 月期第２四半期） 
4,906 247 149 193 31.76

 

（２）第２四半期累計期間の個別業績予想の差異等(平成 22 年 12 月 1 日～平成 23 年５月 31 日）        

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ）  

1,520 70 0

 

△5 

円  銭

－

今回修正（Ｂ） 1,467 △94 △58 2 0.42

増減額（Ｂ－Ａ） △53 △164 △58 7 

増 減 率 △3.5％ △234.3％ －％ －％ 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年 11 月期第２四半期） 
－ － － － －

 

(３)  第２四半期連結累計期間の連結及び個別業績予想の差異の理由と今後の見通し 

 

当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結の売上高は 42 億７百万円と当初計画に対し下

回る見込みとなりました。主な要因としましては、日本国内において、３月に発生した東日本大震

災の影響により得意先の大手メーカーにおいて部品調達が不可能となり、モジュールの売上が大幅

に減少したことと、米国において、モジュール大型案件の出荷が第３四半期以降にずれ込んだこと

によるものです。 

 

 

1 



2 

 

利益面では、上記の理由による売上減が響いた結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益は１

億 75 百万円、経常利益は 81 百万円、四半期純利益は 80 百万円となる見込みです。 

    それぞれの要因としましては、営業利益は国内の震災影響と米国の出荷のずれ込みに伴う売上減

による粗利の減少、経常利益はドル対ユーロでの為替差損の見込みが想定未満に収まったこと、四

半期純利益については固定資産の売却益の計上の一方で、海外子会社の利益に対する法人税の計上

等によるものです。 

 

    また、個別の売上高は 14 億 67 百万円、営業損失は 94 百万円、経常損失は 58 百万円、四半期純

利益は２百万円となる見込みです。主な要因は、営業損失及び経常損失については、上記で説明の

とおり国内における売上減によるものであり、四半期純利益については、有形固定資産の売却益に

よるものです。    

尚、配当に関しましては現在のところ予定に変更はございません。 

 

ただし、通期の連結及び個別の業績予想としましては、国内の震災の影響を除けば、ほぼ予定通

りの進捗となったことに加え、第３四半期以降の売上高が新規案件獲得も含めて順調に見込まれる

ことから、当初計画は達成できるものと見ております。よって、平成 23 年 1 月 14 日の決算短信で

公表しました通期の連結及び個別の業績予想による数字について現時点での変更はございません。 

 

以 上 


